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文書様式１継続用 歯科疾患管理・歯周病安定期治療・歯周病重症化予防治療・口腔機能管理・小児口腔機能管理 

本様式は歯科疾患管理料の二回目以降算定時に提供する文書を例示したもの 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回との変化や新たに必要となった指導、管理

項目、治療計画の変更などを記入する。 

歯周病安定期治療・歯周病重症化予防治療・口

腔機能管理・小児口腔機能管理の管理計画など

にも使用できる。 

〇【改善目標】 

これまでの生活習慣の変化や口腔機能の改善

や獲得を踏まえた今後の改善目標など該当す

る項目に☑し、必要に応じ患者がわかりやすい

ように【その他】欄を活用する。 

○歯周病の状態、治療が終了していないう蝕の

有無、口腔機能などの歯科疾患の状態や新たに

実施した関連する検査や結果の要点などを記

載して患者にわかりやすく説明する。 

【治療の予定】 

・引き続き行う治療の予定について該当する項目に☑し、その他の歯科疾患の治療予定は【その他】

欄に記載する。 

・治療方針に変更がなければ、「治療方針変更なし」に☑。 

・歯科疾患の重症化予防の観点から行う、ＳＰＴ、P 重防、エナメル質初期う蝕管理や口腔機能の低

下や獲得など継続的な治療や指導管理が必要なものについては該当項目に☑し、これまでの治療経

過、定期的評価、今後の治療方針や指導管理などについて患者にわかりやすく説明し、その要点を

【その他】欄等を活用し記載する。特に歯科疾患管理料の長期管理加算を初めて算定する場合は記

載の充実に努める。 

【口腔内の状況】 

口腔内の状態や変化の記録などに活用する。歯

式の図は歯周病基本検査や混合歯列期歯周病

検査の記録用紙としても利用できる。 

〇【これまでの治療】 

これまで行った治療に☑し、その他の歯科疾患

や、必要に応じ治療経過などを【その他】欄に

記載する。 


